
 第78回全国植樹祭の取組の推進について

第78回全国植樹祭（高知県開催）の概要

全国植樹祭開催までの全体スケジュール（予定）
年度 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10春

主要な動き
・ 開催県内定(８/７)
・ ｢基本構想｣策定(３/31)

・開催県決定（８/6）・ 開催会場決定(11/18)
・大会テーマ・シンボルマーク決定（3/26)
・基本計画（素案）作成（3/26)

・ ｢基本計画｣承認（R9.１）
・ 開催日決定
・ ｢実施計画｣承認

大会実施
組織体制

各種計画の
検討・策定

関連事業等

基本構想
開催理念等の基本的事項を定める

基本計画
　基本構想に基づき、開催概要、式典演出構想、会場整備、宿泊・輸送計画等を定める

実施計画
式典演出や運営方法等の詳細な計画を定める

準備委員会
（９月、12月、３月）

実行委員会 実施本部

全
国
植
樹
祭

開
催設立準備

■災害や地球温暖化の防止に重要な役割を果たすとともに、里・川・海を潤し、私たちの暮らしを
 支える森林を次代へ引き継ぐよう、街や山村に住む一人ひとりが自然と共生しながら森林の役割
 を理解し守る行動を促していきます。
■森林資源の循環利用が進んで脱炭素社会の実現に貢献していくよう、森林整備と再造林をその
 担い手の確保とともに推進していきます。

■全国植樹祭の開催を契機として、「伐って、使って、植えて、育てる」という森林資源の循環利
 用の意義と木の良さを普及啓発し、子どもから大人までの幅広い世代の方たちによる森林保全や
 緑化活動への参加と木材利用につなげる大会とします。また、「再造林推進プラン」の取組を着
 実に推進していきます。
■高知県の豊かな自然と歴史、文化、食の魅力を全国に向けて発信するとともに、全国植樹祭に参
 加される方々をおもてなしの心でお迎えし、「元気で豊かな、そしてあったかい高知県」を実感
 いただける大会となるよう努めます。

開催理念

基本方針

(写真：第74回全国植樹祭岡山県実行委員会提供)

全国林業
後継者大会

◆苗木のスクールステイ（育成体験）
◆PRブース出展等（機運醸成）/　◆専用HP開設
◆広報（ノベルティ、動画、広報誌等）　　等を実施

周期イベント等の開催
◆２年前、１年前、 200日前、100日前等イベント
◆地域での植樹、市町村参画行事

（設立・第１回：9/5）（第２回：３/26） 　　（第３回：７月）　　（第４回：１月）

○ 開催時期：令和10年春季（※例年５月中旬～６月初旬に開催）

○ 参加人員：3,300名程度（式典の出演者や運営スタッフを含む） 

○ 開催地 ：春野総合運動公園体育館（式典会場）

○ サテライト会場：安芸市役所（安芸市）、イオンモール高知（高知市）、梼原町役場（梼原町）

令和８年度の取組について

○県実行委員会や専門委員会の開催、
 会場整備の準備、機運醸成に向けた
 広報活動などの取組を推進

林業環境政策課
全国植樹祭推進室　

 ◆全国植樹祭実行委員会負担金　39,717千円
    ■大会成功に向けた計画の着実な策定
     ・基本計画、宿泊輸送計画、実施計画の策定 
     ・大会ポスター原画の募集 等
   ■高知県らしさを生かした大会の運営準備
    ・式典会場に設置する御座所の設計
    ・木製モニュメントやベンチなど木製品の調達準備
    ・植樹会場の測量委託 等
   ■県全体での機運の醸成
     ・苗木のスクールステイ（育成体験）の実施 
         ・公式ホームページ・SNSでの情報発信、
      広報資材の作成
         ・２年前イベントの開催及び１年前イベントの企画   
         ・全国植樹祭を契機とした森林環境学習コンテンツ
      の制作（小中学生が森林や緑についてweb上で楽
      しく学べるコンテンツ）  等         
   ◆施設利用負担金　1,151千円
　　・執務室の光熱水費等
　◆事務費　14,462千円　
  ・先催県の視察旅費、会計年度任用職員の人件費等

R８当初予算　55,330千円

樹種 お手植え お手播き

天皇
陛下

スギ（魚梁瀬杉）、
クヌギ、ウバメガシ

ヒノキ（少花粉）、
ビロードムラサキ

皇后
陛下

ヒノキ（少花粉）、
ヤマモモ、ミツマタ

スギ（少花粉）、
トサミズキ

「 黒 潮 に  恵 み 届 け る  森 づ く り 」大会
テーマ

シンボル
マーク

　　（第５回：３月）

樹種

※式典・植樹行事、会場整備等の方向性については、現在、基本計画策定の過程で検討を進めている。

▶本県では50年ぶりの開催（第29回大会・昭和53年:県立甫喜ヶ峰森林公園）
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